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第６章 地域における主な環境保全の取組 
 

 

【空 知】 
 

  

 

１ 「さすてなぶる」×「そらち」を目指して 

空知総合振興局では、環境保全意識の醸成と 2050 年までのゼロカーボン北海道の実現に向

けて、住民の主体的な行動の促進のため、普及啓発を実施しています。次に令和５年度（2023

年度）の取組の一部をご紹介します。 

 

「そらちゼロカーボンジュニアキャンプ」（8 月 12～13 日） 

次の世代を担う子供たちのゼロカーボン意識の向上を目指し、北海道で唯一、環境教育等促進

法に基づく「体験の機会の場」に認定されている「雨煙別小学校コカ･コーラ環境ハウス」（栗山

町）で１泊２日の体験型キャンプ（合宿）を開催しました。 

「CO2、48％を楽しく削減できる！」をコンセプトに、里山での薪割りや森林散策を通じて

吸収源について学習したほか、地産地消かつ CO2 排出ゼロのゼロカーボンクッキング、リサイ

クル工作などを体験しました。 

期間中の二酸化炭素の削減率は、約 31％と目標には届かなかったものの、日々のちょっとし

た心掛けで、二酸化炭素を削減できることを子供たちに知ってもらうことができました。 

今後も「さすてなぶる」な「そらち」を目指して、そのきかっけを増やしていく取組を進めます。 

 

■薪割り体験          ■森林散策           ■ゼロカーボンクッキング 

                

 

 

 

 

 

 

 

２ 空知地域におけるエゾシカの有効活用の推進 

（１）そらちエゾシカフェア 2023 

   空知地域のエゾシカ肉利用促進と魅力発信を目的に、浦臼町と共同主催にて、管内の飲食店

で「安全安心なエゾシカ肉」の料理を提供する「そらちエゾシカフェア 2023」（11/1～

11/23）を開催しました。 

   内容は、空知管内の飲食店２４店舗の協力を得て、エゾシカ肉料理を特別メニューや特別価

格で食事をしていただき、エゾシカ肉料理を食べた方限定のスタンプラリーを実施しました。 

料理を食べた方へのアンケートでは、「柔らかく美味しかった」「ジビエの普及になると思
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う」等の好評の声が多く、空知のエゾシカ肉の普及に寄与しました。 

 

（２）三笠高校調理部エゾシカ肉学習会（エゾシカ肉レシピ開発） 

三笠高校調理部の生徒に、管内のエゾシカ肉利用促進や地域の人材育成を目的として、家庭

で調理できるエゾシカ肉料理のレシピを開発するための学習会を実施しました。 

学習会の内容は、エゾシカ被害等の説明や美唄市の株式会社 Mt.から解体技術の実演、酪農

学園大学農食環境学群食と健康学類の教授から「エゾシカの話・栄養」の話をしていただき、

生徒たちにエゾシカ肉の特徴等を学んでいただきました。 

生徒の考案にて開発されたレシピは、６レシピあり、振興局ホームページにて公開しました。 

 

■そらちエゾシカフェア 2023         ■レシピ開発の学習会（三笠高校）の様子 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

１ いしかり環境ミライ展２０２２ 

 

 

 

 

１ フォトスポット啓発 

 石狩振興局では、３R（リデュース・リユース・リサイクル）、プラスチックごみの削減、エ

コドライブなどの環境配慮行動への理解や実践促進に向けて、「フォトスポット啓発(一人ひとり

が行う環境にやさしい取組を用紙に宣言していただき、記念写真に収めてFacebook で広報す

る普及啓発)」をほぼ管内一円で展開しました。 

 

【石 狩】 

 

  

■生徒考案の 
レシピ掲載 HP 
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また、フォトスポットをブース出展したイベントの一つには、「第１２回北大金葉祭」（同祭実

行委員会主催）があり、「ストリート電子ピアノ」の実施に当たり、次世代水素自動車による給

電により応援させていただき、澄んだピアノの音色を来場者の皆さんに楽しんでいただきまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

２ ヒグマによる人身被害等の防止に向けた取組 

石狩管内では、市街地やその近郊でヒグマの出没が

相次ぎ、人身被害が発生するなど、人とヒグマのあつ

れきが深刻化しています。 

ヒグマによる人身被害等の防止のためには、ヒグマ

に対する正しい知識の浸透が重要であることから、普

及啓発を図ることを目的として、令和５年（2023

年）11月に支笏洞爺国立公園支笏湖ビジターセンター

でヒグマパネル展を開催しました。 

また、ヒグマによる人身事故防止の観点から、市街

地等への出没が続く場合にヒグマ注意報を発出し、住民等への注意を促しました。 

 

３ 動物愛護フェスティバル in えべつ 

  令和５年（2023 年）９月２４日（日）、酪農

学園大学を会場に「2023 年動物愛護フェスティ

バル in えべつ」（江別市及び石狩振興局共催）が開

催されました。前年を上回る約 3,200 人の来場が

あり、各参加団体が犬猫の譲渡会やペットのおもち

ゃ作り、愛犬と参加できるゲームなどの催しを行い

ました。石狩振興局のブースでは、動物愛護の普及

啓発のため、動物の適正飼養や各（総合）振興局で

新しい飼い主を募集している犬・猫のパネル展示な

どを行いました。 

 

 

 

■北大金葉祭における啓発ブースの賑わいやピアノ演奏の様子

■ヒグマパネル展の様子 

■2023 年動物愛護フェスティバル in えべつ 
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１ ゼロカーボン北海道に係る取組 

（１）北海道クールアース・デイ 

後志総合振興局では、「北海道クールアース・ 

デイ」の令和５年（2023 年）７月７日に「ラ 

ッキー倶知安店」において、ゼロカーボン北海 

道に関するパネル展示やエコキャンドル及びリ 

ーフレット等を配布し、地球温暖化防止の啓発 

活動を行いました。 

   また、後志総合振興局独自の取組として、同年 

7 月 3 日～同月 7日を「ShiriBeshi クールアース・ウィーク」として設定し、職員による「ノ

ー残業デーの設定」、「マイボトルの持ち歩き」、「ノーマイカー通勤、在宅勤務の推進」を実施

して CO2 の削減効果を測定・実感するとともに、カーボンクレジットの購入と合わせて当該

期間内におけるゼロカーボンの達成を実証的に行いました。 

 

（２）ShiriBeshi ゼロカーボン推進事業 

・ 次の世代を担う管内小中高生に向けた出前講座 

 を実施し、ゼロカーボン北海道に関する基礎的な 

 知識習得のための座学のほか、再生可能エネルギ  

ー学習キット（太陽光・風力・水素発電）を用い 

 た実習と CO2吸収量が特に高いとされるクリーン 

ラーチ（松の一種）の植樹を受講生徒とともに行 

いました。 

 

 

 

・ 管内市町村のお祭り等のイベント時における啓発  

ブースの設置や街頭啓発、ゼロカーボン・シティ宣 

言済みの市町村でのクリーンラーチの植樹を行いま 

した 

 

 

 

 

 

 

【後 志】 

 

  

■北海道クールアース・ディの取組の様子 

■出前講座の様子 

■植樹の様子 
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・ 後志地域はワイナリーの道内一の集積地である 

ことに注目し、ブドウの育成を含むワインの製造 

や販売におけるカーボンニュートラルの取組への 

意識醸成を図るため、CO2排出対策等に取り組ん 

でいる道内外のワイナリーを講師に招いて、管内 

のワイナリーほかワイン関係者を対象とした「ワ 

イナリーにおけるカーボンニュートラルの取組に 

関する講演会」を令和６年（2024年）2月に 

開催しました 

 

２ 「ロングトレイル」を活用した環境保全と利用促進の取組 

  後志の中央部を東西に横断するニセコ山系は、多くの人が利用しやすい標高 1,000ｍ級の

山々をつなぐように登山道が設置されており、雷電海岸の岩礁地形･神仙沼などの高地湿地帯･イ

ワオヌプリの火山性地形など多様な自然環境を楽しむことができます。 

これらの自然環境を保全するとともに、安全に気持ちよく登山道を利用してもらうため、後志 

総合振興局では関係町村・団体と協働で登山口や周辺道路の清掃や、道迷い防止のための看板設

置等の維持管理を実施しています。 

こうした取組を行政界にとらわれず発展させ、１本の道を歩くことでニセコ山系の魅力を体感

していただけるよう、この登山道を「ロングトレイル」として位置づけ、関係町村と一体となっ

て連携しながらアドベンチャーツーリズムのひとつとして広く国内外へ発信し、地域観光の向上

を図るとともに国定公園の利用者増加や適切な維持管理が促進されることを目指しています。 

 

■ニセコトレイルロゴマーク          ■登山道笹刈り作業の様子 

 

 

 

 

 

 

■講演の様子 
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１ 地球温暖化防止に向けた取組 

胆振総合振興局では、平成 20 年（2008年）7月に開催された「北海道洞爺湖サミット」を

契機とした地球温暖化防止に向けた気運の高まりを継続する取組のほか、ゼロカーボン北海道の

実現に向けた様々な取組を行っています。 

 

 （１）ゼロカーボンいぶりについて 

ゼロカーボン北海道の実現に向け、令和 4 年（2022 年）2月 28日にTEAM「ゼロカ

ーボンいぶり」を発足しました。TEAM「ゼロカーボンいぶり」は、胆振管内で脱炭素の取

組を実施している団体等のプラットフォームであり、令和５年度（2023年度）末時点で、

産・官・学の 11９団体が参加しています。 

令和５年度（2023年度）は取組の一環としてチームメンバーの交流を目的とした「いぶ

りカフェ」の開催や、地域コミュニティ FMでの情報発信等を行ったほか、脱炭素人材の育

成を目的とした「ゼロカーボンカレッジ」を胆振管内の高校を対象に行いました。 

 

 

 

 

 

 

【胆 振】 

 

  

 
■TEAM「ゼロカーボンいぶり」のロゴマーク 
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（２）いぶりガイアナイト 2023 

「北海道クールアース・デイ」と連携し、平成 21 年

（2009 年）からガイアナイトイベントを開催しています。 

令和５年度（2023 年度）は、７月７日に地球温暖化防止

対策の取組のため、各家庭において電気照明を消してローソ

クの灯りの中で地域環境への思いを巡らせてもらう「ステイ

ホームガイアナイト」を実施し、地域コミュニティＦＭ（Ｆ

Ｍびゅー）を活用した呼びかけや、むろらん広域センタービ

ルにおいてパネル展示を行い、エコキャンドルを配布しました。 

併せて、CO２削減ライトダウンキャンペーンとして、関係機関と連携し、室蘭のシンボルであ

る測量山や白鳥大橋のライトダウンを行いました。 

 

（３）いぶり環境サポーターズネットワーク事業 

胆振管内では、室蘭イタンキ浜の鳴り砂を後世に残すため

に清掃活動や子ども達に鳴り砂の大切さを教える活動を行

っている「室蘭イタンキ浜鳴り砂を守る会」など、各種団体

等による様々な環境保全活動が行われており、胆振総合振興

局では、これらの団体等が実施する取組へ積極的に参加して

います。令和５年（2023 年）10月９日には、河川の再生･

復元を図る活動をしている「NPO法人河川環境センター（知

利別川を愛する会）」と協働して、ちりべつ川らん蘭橋広場

（室蘭市）において「知利別川環境学習体験フェスタ 2023」を開催し、河川水の分析体験を行

いました。他に投網の実演や知利別川の生き物の展示、川下り体験、環境クイズ等が行われ、環

境保全意識の高揚を図りました。 

 

２ 胆振管内ヒグマ対策防除技術対応実践研修会の開催 

胆振管内の苫小牧市は工業都市でありながら、豊かな自然環境に恵まれているため、市街地や

農地用へのヒグマの出没及び農業等被害が問題になっており、野生動物と人とのあつれきが発生

しています。また、近年宅地開発が進んでいる原野に隣接する住宅地では、小学校の近くでヒグ

マが目撃されたことなどから、住民の不安が増していました。 

こうした状況を踏まえ、住民の方一人一人がヒグマの防除に取り組めることを学ぶ場として、

胆振総合振興局と苫小牧市の共催で苫小牧市内のウトナイ湖野生鳥獣保護センターで 9 月 23

日、「ヒグマを学ぶ」と題した研修会を開催しました。 

研修会では、道立総合研究機構でヒグマの研究をしている専門家をお招きしてヒグマの生態状

況や人との事故を防ぐポイントが解説されました。会場には、道内各地から約 40 人が集まり、

熱気あふれる研修会となりました。 

 

 

 

 

 

 

■ステイホームガイアナイト 

キャンドル点灯式 

 

■知利別川環境学習体験フェスタ 2023 

キャンドル点灯式 

 

 

■ステイホームガイアナイト 

キャンドル点灯式 
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１ 地球温暖化防止･３Ｒに関する取組 

令和５年度（2023年度）、日高振興局では、「北海道クールアース・デイ」に合わせた７月

３日（月）～７日（金）の期間に、庁舎エントランスホールにて「ゼロカーボン北海道ポスター

展」を実施しました。ゼロカーボン北海道チャレンジプロジェクト等の紹介のほか、植物性のキ

ャンドルを配布するとともに地球温暖化について考え、対策を実践することを呼びかけました。 

また、３R 推進月間である 10 月の取組として、10 月 27 日、浦河町総合文化会館において

浦河消費者協会と浦河町消費生活センター共催の「令和 5 年度第 49 回うらかわ消費生活展」

に日高振興局環境生活課のブースを設置したところ、主婦を中心とした約 180 人の来場があり、

パネル展示のほか、リーフレット・リサイクル製品を配布するなどして地球温暖化防止・３R 推

進に関する普及啓発を行いました。 

 

 

     

 

 

 

【日 高】 

 

  

■研修会の様子 ■研修会の展示物 

■ゼロカーボン北海道ポスター展 ■うらかわ消費生活展 
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２ 日高山脈襟裳国定公園の豊かな自然環境の保全に向けた取組 

日高山脈襟裳国定公園は、総面積 103,447haの我が国最大の国定公園であり、北海道の背骨

と言われる雄大な日高山脈の山並み、広尾町から襟裳岬にかけての海岸線、花の名山として知ら

れるアポイ岳の３つの地区で構成されています。 

令和５年（2023年）５月から６月にかけて、ヒダ

カソウを始めとした高山植物の盗掘防止を目的とし

て、アポイ岳登山道周辺において、関係機関や関係団

体等と連携した盗掘防止の啓発活動や盗掘監視パト

ロールを実施し、登山で訪れた方々に盗掘防止を呼び

かけました。 

今後も、豊かな自然を守りながら、持続的な利用が

できるよう連携した取組を進めていきます。 

 

３ ゼニガタアザラシと人との共存に向けた普通啓発活動の実施 

  北海道東部沿岸から襟裳岬にかけて生息するゼニガタアザラシは、かつて、生息環境の変化や

乱獲等により生息数が減少していましたが、現在は保護活動等により徐々に個体数が回復してお

ります。 

  一方で、数の増加による漁業被害の深刻化という状況もあり、人とアザラシの共存に向けた取

組が求められております。 

そこで、ゼニガタアザラシと社会との関わりを考えていくことを目的として、令和５年（2023

年）８月に、えりも町交流促進センター襟裳館「風の館」で、来場している小学生以下の児童や

その保護者を対象としてパンフレットなどを配布する普及啓発活動を実施しました。 

   

 

 

 

 

 

 

■ゼニガタアザラシ普及啓発活動パンフレット 

■高山植物盗掘防止啓発活動の様子 
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１ 灯りを消して七夕を 

道では、北海道地球温暖化防止条例で７月７日を「北海道クールアース・デイ」と定め、地

球温暖化防止に向けた理解と意識を深めるための取組を集中的に行う日としています。 

また、７月7日は函館の七夕であり、子供達が近隣住宅・店舗等を回ってお菓子をもらう風

習があることから、渡島総合振興局では庁舎前でお菓子と一緒に、ゼローカーボンの啓発資材

（ろうそく・チラシ）を配布しました。その他、電気自動車の外部給電装置を利用した電気装

飾など、七夕を楽しみながら、環境についての理解・興味を促す機会としました。 

このイベントは昨年度に引き続き開催され、令和5年度は約600人の子供達に参加いただき

大盛況となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ はこだてエコライフ展２０２３ 

一人ひとりがライフスタイルや事業活動をより環境に配慮したものへと転換していくことの

大切さを知っていただくため、令和５年（2023年）11月25日（土）から11月26日（日）

まで、函館市等関係機関との共催によりシエスタハコダテ４階Gスクエアにおいて、「はこだ

てエコライフ展２０２３」を開催しました。 

11 月 25 日（土）はキックオフイベントとして、地域コミュニティ FM 放送である「FM い

るか」の番組内で、「脱炭素型のライフスタイルへのシフト！」と題し、「２０５０年（約３０

年後）の脱炭素なまち・函館」をテーマに、将来の函館や社会、生活環境がどうあってほしいか、

３名のゲストと北海道地球温暖化防止活動推進員で対談を行いました。 

また、エコライフ体験デーと題し、土日には「北海道ゼロチャレ！家計簿アプリ普及啓発コー

ナー」、「ものづくり教室」、「エコドライブシュミレーター体験」などが開催され、参加者に

は記念品を贈呈しました。 

その他、期間中は、ゼロカーボン、エコライフやCOOL CHOICE に関するパネルや環境学習

ツールなどの展示を行い、クイズラリーでは、館内各所に設置されたエコライフに関するクイズ

 

【渡 島】 

 

  

■お菓子の受け取る子供達 

 

 

■短冊に願い事を書く子供達 
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に答えた方に、マイボトルなどの啓発グッズをプレゼントしました。 

チラシやポスターなどを活用して事前に開催周知を行い、約 3,２00 人の方にご参加いただき 

ました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 管内学校における出前講座の実施 

渡島総合振興局では、管内の学校を対象に、自然環境や野生動物についての理解を深めてもらう

ために、出前講座を実施しています。 

令和５年度（2023 年度）は、七飯養護学校、函館市千代田小学校、函館白百合学園など複数の

学校で、野鳥との接し方やエゾシカの生態等についての授業を行いました。参加した生徒たちは、

実際にシカの角や毛皮に触れ、その大きさに驚いていました。 

また、座学の後には、テーマに沿ったバードコールやストラップ作りなどの工作活動なども行い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■キックオフイベント ラジオ生配信 ■北海道ゼロチャレ！家計簿アプリ普及啓発コーナー 

■環境学習の様子 
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１ ひやまの環境教育  

（１）ひやまリサイクル工作コンクール 

檜山振興局では、平成 10 年度（1998年度）から管内の小学生を対象に「ひやまリサイク

ル工作コンクール」を開催し、身の回りの不要品を再利用した工作を通じて「物をできるだけ

長く大切に使う」、「使わなくなった物は資源に回す」等の３Ｒに向けた意識を育んでいます。 

令和５年度（2023 年度）で 26回目を迎えた同コンクールは、環境教育イベントとして定

着しており、管内の 17の小学校から 217 作品の応募がありました。作品は振興局内で土日

も含めて展示、公開し、子どもから大人まで多くの地域住民の方々にご覧いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）総合的な学習の時間を活用した管内高校との教育連携 

北海道江差高等学校が、生徒の立場で地域課題に 

向き合うことを目的として実施している『OKAERe 

  南ひやま学』の環境ゼミに、振興局職員が講師とし 

  て参加し、地域の環境について共に探求しました。 

   生徒たちはプラスチックごみについて着目し、ペ 

ットボトルの利用削減に向けた具体的な取組を立案 

しました。町役場の協力を得るためのプレゼンテー 

ションや、地元商店等への普及活動などに意欲的に 

取り組んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

【檜 山】 

 

  

■低学年の部 金賞受賞作品 ■高学年の部 金賞受賞作品 

■地元商店への普及活動の様子（江差町） 



第６章 地域における主な環境保全の取組 

 

- 132 - 
 

２ ひやまの環境保全活動 ～海岸や街並の環境美化～ 

檜山管内は海や森林に囲まれた景観が美しい地域で 

あり、管内の各町においては海岸や街並の環境保全に 

向けて、町内会等の住民団体、地元企業・NPO 法人、 

行政機関等との連携による環境美化活動（清掃活動） 

が毎年実施されています。 

令和５年度（2023年度）の管内における環境美化 

活動には、延べ約 3,946名（檜山振興局調べ）の参 

加がありました。 

こうした多くの参加者の協力により地域の環境保全が支えられています。 

 また、檜山管内では、令和５年（2023 年）末から６年（2024 年）初頭にかけて、鰯が海岸 

に大量漂着する事案が発生しましたが、漁業関係者、地域住民の方々などのご協力により、速や 

かに処理できました。 

 

３ ひやまのゼロカーボン ～振興局の率先行動～ 

  檜山振興局では、令和４年度（2022 年度）に公用 

車として電気自動車（ＥＶ）を導入し、併せて、その 

電源として活用するための太陽光発電設備を設置しま 

した。また、閉庁日（土日祝日）には一般利用を目的 

としたカーシェアリング（有料）を実施することで、 

EV の普及促進を図ってきたところです。 

 令和５年度（2023 年度）は、EVの特性をより多 

くの地域の方々に認知してもらい、ゼロカーボンに係 

る気運を一層高めるため、地域イベントへ出展し、キッチンカーの運営や、防災訓練時の炊き出 

しに必要な電力を EV から供給しました。 

 イベント全体の静音性や、災害時のレジリエンス強化についてアピールし、好評を得ることが 

できました。 

 

４ ひやまの自然 

人と自然との繋がりを学び、野鳥についての見識を 

深めることを目的に江差町かもめ島や近隣町の野鳥  

観察ポイントで自然観察会を開催しました。 

当日は小学生からお年寄りまで幅広い年代の方々 

２１名に参加していただき、ハヤブサ、ミサゴ、アオ 

サギなどの野鳥が観察できました。講師から観察野鳥 

の特徴や生態の説明を受け、双眼鏡で営巣している野 

鳥などを観察し、地域の自然に触れ、野鳥についての 

見識を深めました。 

 

■鰯回収の様子（せたな町） 

■キッチンカーへの給電の様子（乙部町） 

■交尾するミサゴの様子 

 


